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メーター 

 

第１１号 

・文
化
庁
が 

文
化
審
議
会
へ
諮
問 

 

平
成
２６
年
10
月
6
日
発
行
の
『
官
報
』
に
て
「
慈
恩
寺
旧
境
内
」

の
史
跡
指
定
が
告
示
さ
れ
ま
し
た
（
文
部
科
学
省
告
示
第
１
３
７
号
）
。 

 

  

・
文
化
審
議
会
が
文
部

科
学
大
臣
へ
史
跡
指

定
答
申 

・文
部
科
学
大
臣
に
よ
る

国
史
跡
指
定 

（官
報
告
示
） 

 

10
月
6

 

日 

官
報
告
示

名 称 慈恩寺旧境内 

所在地 寒河江市大字慈恩寺地内 

面 積 ４４６，４２４．２５平方メートル 

概 要 鳥羽天皇の御願寺
ご が ん じ

と伝えられる東北地方を代表する寺

院境内地で、江戸時代には３ヵ院４８坊からなっていた。 

江戸時代に復興した堂社と、院坊の屋敷地のたたずま

いは、その背後を取り巻く城館群や旧境内地の北端近く

に存在する慈恩寺修験の行場とともに、旧境内の様相を

良好にとどめている。 

我が国の仏教信仰の在り方を知るうえで、極めて重要

である。 

 

こ
の
官
報
告
示
を
も
っ
て
、
慈
恩
寺
が
国
史
跡
に
正
式
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
決
定
さ
れ
た
詳
細
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
本
山
慈
恩
寺

並
び
に
史
跡
内
地
権
者
の
皆
様
、
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
は
多
大
な

る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
は
、
「
保
存
管
理
計
画
」
や
「
整
備
計
画
」
等
を
策
定
し
、

史
跡
の
保
存
・
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
各
計
画
策
定
の
際
は
、

市
・
有
識
者
・
地
元
慈
恩
寺
代
表
者
等
で
委
員
会
を
組
織
し
、
多
様

な
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。 

国
史
跡
・
慈
恩
寺
旧
境
内
は
「
我
が
国
の
仏
教
信
仰
を
知
る
上
で

極
め
て
重
要
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
、
日
本
史
の
正
し
い
理
解
に
不
可

欠
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
一
般
的
な
東
北
地
方
の
歴
史
観
に
一
石
を

投
じ
る
も
の
で
す
。
日
本
の
宝
と
し
て
史
跡
価
値
を
正
し
く
理
解
し
、

市
を
挙
げ
て
全
国
に
誇
れ
る
史
跡
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

以
下
、
省
略 

以
下
、
省
略 

官
報
告
示
（『
官
報
』
号
外
第
２
２
１
号
を
抜
粋
、
一
部
改
変
） 

国
史
跡
「
慈
恩
寺
旧
境
内
」
上
空
か
ら
の
写
真 

（
南
か
ら
撮
影
） 

慈 恩 寺 旧 境 内 
国 史 跡 指 定 



 

9
月
28
日
に
、
寒
河
江
さ
く
ら
ん
ぼ
大
学
ふ
る
さ

と
再
発
見
学
部
講
座
「
ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト
を
知

る
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
講
座
で
は
同
日
開
催
の
「
慈

恩
寺
彼
岸
花
俳
句
大
会
」
を
は
じ
め
、
現
在
注
目
さ

れ
る
慈
恩
寺
に
つ
い
て
現
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

講
座
の
中
で
は
、
市
教
委
職
員
を
講
師
に
「
国
史

跡 

慈
恩
寺
を
歩
く
」
と
題
し
、
史
跡
指
定
範
囲
内
の

散
策
も
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
の
慈
恩
寺
山
内
を
描
い

た
古
絵
図
を
も
と
に
、
仁
王
堂
坂
～
本
堂
境
内
～
中

世
城
館
群
を
歩
き
ま
し
た
。 

古
絵
図
と
比
較
し
な
が
ら
実
際
に
史
跡
内
を
歩
く

と
、
約
３
０
０
年
前
の
慈
恩
寺
旧
境
内
の
姿
が
良
好

に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。 

今
は
無
く
な
っ
た
堂
舎
な
ど
も
平
場
・
礎
石
等
が
よ

く
残
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
は
地
形
な
ど
も
注
意
深

く
観
察
し
な
が
ら
往
時
の
慈
恩
寺
の
姿
に
思
い
を
馳

せ
て
い
ま
し
た
。
史
跡
と
し
て
何
を
守
り
、
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。 

 

9
月
27
・
28
日
の
2
日
間
限
定
で
、

宝
蔵
院
・
華
蔵
院
・
最
上
院
の
本
堂
・
庭

園
等
の
公
開
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
郷
土
館
特
別
展
「
慈
恩
寺
三
ヵ

院
を
巡
る
」（
１０
／
１３
で
終
了
）
に
合
わ

せ
市
教
委
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
三

ヵ
院
の
一
般
同
時
公
開
は
史
上
初
の
試

み
で
し
た
。
２
日
間
で
延
べ
約
１
８
０
０

人
も
の
見
学
者
が
訪
れ
、
通
常
は
な
か
な

か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
三
ヵ
院
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。
彼
岸
花
が
最
盛
期
を

迎
え
る
中
、
普
段
訪
れ
る
慈
恩
寺
と
は
違

う
一
面
を
垣
間
見
、
そ
の
奥
深
さ
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
２
日
間
で
し
た
。 

 

 

 慈恩寺 Times  寒河江市ホームページ上に「慈恩寺 Times」バックナンバーを掲載中！ 検 索 

 

古絵図を片手に史跡内を散策 

国史跡指定の正式決定を受け、文化庁・

佐藤主任文化財調査官を講師に迎え記念

講演会を開催します。史跡「慈恩寺旧境内」

の魅力や今後の展望、そして指定の意義に

ついてお話をいただきます。 

参加費は無料ですが、事前申込が必要で

す。多くの皆様のお越しをお待ちしており

ます。詳細は右記のとおりです。 

 

 

大
盛
況
‼ 

慈
恩
寺
三
ヵ
院
公
開 

慈恩寺国史跡指定記念講演会 10 月 26日（日）午後1時 30分～  

◇日時／平成26年 10月 26日（日） 

午後 1時 30分～ 

◇会場／ホテルサンチェリー（寒河江市本町１-２-23） 

◇講演／「史跡 慈恩寺旧境内 指定の意義」 
文化庁記念物課主任文化財調査官  

佐 藤 正 知 氏 
 ◇定員／１００名（申込先着） 

 ◇申込・問合せ／寒河江市教育委員会 生涯学習課歴史文化係 

☎０２３７-８６-８２３１ 

※寒河江市ホームページから電子申請による申込も可能です。 

  

【お知らせ】 

寒河江さくらんぼ大学歴史学部④ 公開講座 

「東北の仏教センター 

慈恩寺と平泉を知る」 

＜一般聴講生募集について＞ 
東北地方を代表する仏教・文化の拠点である慈

恩寺と平泉についてお話をいただきます。 
本講座は寒河江さくらんぼ大学受講生以外も聴

講できますのでお気軽にお越しください。詳細は
下記のとおりです。 

◇日 時/11月 8日（土） 
午後 1時 30分～午後3時30分 

◇会 場/市文化センター・中公ホール 
    （寒河江市大字西根字石川西333） 
◇講 師/岩手県立大学 教授 誉田 慶信 氏 
◇参加料/1人 500円 
◇申 込/市文化センターに参加料を添えて申し

込んで下さい。 
◇問合せ/市文化センター☎0237-86-5111 

華蔵院本堂内公開の様子 最上院庭園（本堂内から） 


